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に SPP を伝搬させ、10 fs パルス対を用いたポンプ-プローブ法に基づく時間分解二光子顕微観察を
行い、プラズモニック結晶導波路における SPP 波束のダイナミクスを時間分解イメージングした。
なお本研究の試料作製はNIMS微細加工プラットフォームで行った。 






への SPP 励起が可能になることや、SPP の伝搬長が大きく伸びるといった物性論的な観点からも、
通信波長域におけるSPP励起は注目されている。そこで、本研究では時間分解顕微鏡法を用いた1.55 
μm 帯表面プラズモンの動的な観察法の構築と Au 導波路を伝搬する SPP 波束の動的特性の評価を
目的とし、1.55 μmフェムト秒レーザーパルスの自己相関法による時間幅の評価、SPP導波のための






（SP）へのエネルギー移行によりコヒーレントに SP が増幅される SPASER（SP amplification by 
stimulated emission of radiation）が生じる。この現象はSPの損失補償やナノレーザー開発の基本原理
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（学位論文）
1. 修士論文 佐藤 浩介、「GaAs 中の単一窒素不純物発光中心の電荷制御」 
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2. 修士論文 吉岡 篤志、「GaAs 中の希薄窒素等電子トラップのスピン特性」 
3. 修士論文 王 若曦、「フォトニック結晶共振器による単一等電子発光中心の発光寿命制御」 
4. 修士論文 中村 圭佑、「時間分解顕微鏡法を用いたフェムト秒表面プラズモン波束の位相・包
絡線形状の空間領域における変化の研究」 
5. 修士論文 松本 実夏、「Ag/利得媒質積層膜における表面プラズモンの誘導放出による増幅」 
6. 修士論文 村上 亮輔、「Au 導波路における 1.55μm 帯フェムト秒表面プラズモンポラリトン
の動的特性評価」 
7. 卒業論文 阿部 美咲、「[(GeTe)2/(Sb2Te3)]20 超格子の相転移を用いたプラズモニック導波モー
ド変調」 
8. 卒業論文 大野 裕樹、「二次元プラズモニック結晶導波路を用いた表面プラズモンポラリトン
の伝搬制御」 
9. 卒業論文 佐藤 耀至、「波長可変フェムト秒中赤外パルスの時間分解ポンプ‐プローブ光学系
の開発」 
10. 卒業論文 宮﨑 純、「光通信波長帯表面プラズモンパルスの 2 光子蛍光顕微鏡法によるフェム
ト秒時間分解観察」 
11. 卒業論文 貝塚 秀樹、「窒素をデルタドープしたGaAs 量子井戸の光学特性」 
12. 卒業論文 山下 勇真、「スペクトロメータを用いた干渉法による位相緩和時間測定」 
＜書籍＞ 
1. Y. Sakuma, M. Ikezawa, and L. Zhang, in Micro- and Nanophotonic Technologies, edited by P. Meyrueis, 
K. Sakoda, and M. Van de Voorde (Wiley-VCH, Weinheim, 2017) pp. 125-141.
2. 久保敦, 「科学者からのメッセージ“遍歴する研究者”」, p.143-144「もっと知りたい！「科学
の芽」の世界Part 5」筑波大学出版会（2016）
＜国際会議＞ 
1. M. Ikezawa, L. Zhang, Y. Sakuma, K. Sakoda, and Y. Masumoto: " Study on coherence time and 
indistinguishability of single photons from nitrogen impurity centers in GaAs", 9th International
Conference on Quantum Dots (QD 2016) (韓国済州島, 2016/05). 
2. A. Kubo, “Dissecting deformation dynamics of femtosecond surface plasmon wave packet”, OSJ-OSA 
Joint Symposia, 2016年 10月30日, Univ. of Tsukuba, Tokyo, Japan〔招待講演〕 
3. T. Sugiyama, A. Kubo, T. Nakano, “Optical Modulating Device using Phase Transition of [ (GeTe)2/ 
(Sb2Te3)]20 Superlattice”, SSDM2016, 2016 年 9 月 28 日, Tsukuba International Congress Center, 
Tsukuba, Japan
＜国内会議＞
1. 王若曦; 池沢道男; 山田雄太; 佐久間芳樹; 武田寛之, 池田直樹, 杉本喜正, 迫田和彰, 舛本泰
章：「フォトニック結晶共振器による単一等電子発光中心の発光寿命制御」 応用物理学会 第
64回応用物理学会春季学術講演会（パシフィコ横浜、2017年 3月） 
2. 王若曦; 池沢道男; 山田雄太; 佐久間芳樹; 武田寛之, 池田直樹, 杉本喜正, 迫田和彰, 舛本泰
章：「等電子トラップを埋め込んたフォトニック結晶共振器による 単一光子発生と発光寿命制
御」 日本物理学会 第 72回年次大会（大阪大学、2017年 3月） 
3. 池沢道男：「GaAs 中の窒素不純物を利用した明るい単一光子源」 第２回 光・量子計測シン
ポジウム （つくば、2016年 11月） 
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4. 久保敦, “「光のパルス」を金属表面やナノ空間に補足して 可視化する ‐レーザーと電子顕微
鏡･光学顕微鏡の組み合わせ”, 日本顕微鏡学会様々なイメージング技術研究部会第４回研究会, 
2016年 11月20日, ホテル紫雲閣・日立製作所基礎研究センタ〔招待講演〕 
5. 久保敦, “フェムト秒時間領域における プラズモン波束の変形と崩壊”, 日本物理学会2016年秋
季大会シンポジウム「表面界面ナノ構造のその場観察」, 2016年 9月 15日, 金沢大学〔招待講
演〕 
6. 中村圭佑, 久保敦, “フェムト秒表面プラズモン波束の搬送波位相・包絡線形状変化の超高速イ
メージングによる解析”, 日本物理学会 2016年秋季大会, 2016年 9月14日, 金沢大学 
7. 杉山岳, 久保敦, 中野隆志, “[(GeTe)2/(Sb2Te3)]超格子の相転移で誘起される金属-絶縁体-超格子
型積層膜のナノスリット構造における電磁場モード変調”, 日本物理学会 2016 年秋季大会, 
2016年 9月 15日, 金沢大学 
8. 松本実夏, 久保敦, “Dye-PMMA/Ag/プリズム積層構造の蛍光発光スペクトルの角度分解測定”, 
日本物理学会2016年秋季大会, 2016年 9月 15日, 金沢大学 
9. 大竹祐香, 久保敦, 笠谷岳士, 宮崎英樹, “フェムト秒表面プラズモン波束によるMIM型ナノキ
ャビティ励振のダイナミクス”, 日本物理学会 2016年秋季大会, 2016年 9月 15日, 金沢大学 
10. 久保敦, “フェムト秒レーザー励起二光子蛍光顕微鏡法によるフェムト秒プラズモン波束の時
間・空間ダイナミクス”, 筑波大学プレ戦略イニシアチブキックオフシンポジウム, 2016 年 11
月 1日, 筑波大学 
11. 久保敦, “物質の２次分散と３次分散は波束をどの様に歪ませるか？”, 分子キラリティー研究
センターシンポジウム「光化学の最先端2016」, 2016年 11月 24日, 千葉大学西千葉キャンパ
ス 
12. 松本実夏, 久保敦, “Ag/Rhodamine 系色素積層構造における表面プラズモン･光導波モードの多
重波数ASE”, 第 64回応用物理学会春季学術講演会, 2017年 3月 14日, パシフィコ横浜 
13. 村上亮輔, 宮崎純, 池沢道男, 久保敦, “Au導波路における1.55 μm帯フェムト秒表面プラズモ
ンポラリトンの時間分解顕微観察”, 第64回応用物理学会春季学術講演会, 2017年3月14日, パ
シフィコ横浜 
＜外部資金＞ 
1. 公益財団法人住友電工グループ社会貢献基金, H28~29, 「半導体ナノ構造の共鳴光励起による区
別のつかない光子の発生」：池沢 
2. 科研費 若手(A), 研究代表者, H26~29, 「通信帯フェムト秒表面プラズモン波束の顕微映像化と
非線形増幅」：久保 
3. 科学技術振興機構 CREST, 研究担当者, H26~H31, 「カルコゲン超格子を用いたアクティブプラ
ズモニクス」：久保 
4. TIA連携プログラム探索推進事業かけはし, 共同研究者, H28, 「材料およびバリア膜・コーティ
ング膜評価のための、吸着・脱離・透過測定装置開発に関する調査研究」：久保 
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